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　国の男女共同参画推進本部では、毎年11月12日～25日の２週間を「女性に対する暴力をなくす運動」

実施期間としています。

　女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していく上

で克服すべき重要な課題となっています。

　中でも、夫婦や交際関係にある（またはあった）男女間で行われる暴力はドメスティックバイオレンス

（ＤＶ）と言われ、社会問題になっています。ＤＶには、殴る・蹴るなどといった身体的暴力だけでなく、

精神的・社会的・経済的・性的暴力なども含まれます。

　いったん、このような関係ができてしまうと、なかなか解消されにくいものです。深刻化する前に相

談してください。

　次のチェック項目の中に、あなたのパートナーの行動に当て

はまるものがあれば、「これってＤＶ？」と考えてみましょう。

　このシンボルマークは、女性が腕をクロス

させた姿を描いており、女性の表情、握り締

めたこぶし、クロスさせた腕により、女性に

対する暴力を断固として拒絶する強い意志を

表しています。

□ 怒鳴る、机をたたく、物を壊すなどして脅かす
□ 自分のことを最優先にされないと不機嫌になって怒る
□ あなたの意見を聞かずに勝手に決めることが多い
□ 話し掛けても無視をし続ける
□ あなたの居場所と行動をいつも確認したがる
□ 外出することを妨害・阻止する
□ 嫌がっているのに性的な行為を強要する

相談日時　月～金曜日、9：00～17：00
電話番号　☎�５７０９

伊勢市こども家庭相談センター

相談日時　・月・水・金曜日、
　　　　　　9：00～17：00

　　　　　・火・木曜日、9：00～20：00

電話番号　☎059-231-5600

三重県女性相談所
（三重県配偶者暴力相談支援センター）

相談日時　月～金曜日、8：30～17：15
電話番号　☎0570-070-810（全国共通）

女性の人権ホットライン

女性の悩みごと
相談窓口

ＤＶチェック

女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク

11月12日氺～25日㊋

市民交流課（☎㉑５５１３）

女性に対する
　　 をなくす運動　　 をなくす運動暴力

９ページに関連記事があります。
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伊勢市障がい者フェスティバル

　

例
年
、
多
く
の
人
が
感
染
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
。
日
本
で
は
、
毎
年
約
１
千
万

人
が
感
染
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
連

す
る
死
者
が
毎
年
約
１
万
人
も
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
発
症
す
る
感
染

症
の
一
つ
で
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の

し
ぶ
き
に
よ
っ
て
感
染
が
広
が
り
、
38
度

以
上
の
発
熱
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
頭
痛

な
ど
の
全
身
症
状
が
現
れ
る
の
が
特
徴
で

す
。
高
齢
者
で
は
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症

を
起
こ
し
、
死
に
至
る
場
合
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
正
し
い
予
防
法

を
心
掛
け
、「
う
つ
ら
な
い
」
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
も
し
感
染

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
家
族
や
周
り
の
人
に

「
う
つ
さ
な
い
」
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
日
頃
か
ら

の
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

インフルエンザを予防
しましょう！

　12月３日㈬～９日㈫は「障害者週間」です。

　この週間は、誰もが地域で暮らせることを目指し、

市民の皆さんに「障がいのある人についての理解」を

深めてもらうとともに、障がいのある人の社会参加を

促進するため、さまざまな運動を展開する期間です。

　伊勢市では、障害者週間に合わせ、右記のとおり「伊

勢市障がい者フェスティバル」を開催します。

　お誘い合わせの上、お越しください。

高齢・障がい福祉課（☎㉑５５７５、FAX⑳８５５５）

予算額〔平成26年度〕　60万４千円

◆◆◆送迎バスを運行します◆◆◆
　次のとおり、無料送迎バスを運行します。利用を希望する

人は、11月28日㈮までに、電話またはファクスで高齢・障
がい福祉課へ申し込んでください。

◆運行ルート
二見総合支所玄関前（12：00発）～福祉健康センター玄関前
（12：30発）～小俣総合支所玄関前（12：50発）～ハートプラザ
みその（13：00着）
※イベント終了後は、ハートプラザみその（16：00発）から逆
ルートで運行します。

とき 12月６日圡
正午～午後４時

ところ ハートプラザみその
内容

13：30～15：30
和太鼓けやきによる演奏、講演

会「大笑いゼーションでノーマ

ライゼーション（仮題）」桂福点

さん（全盲の落語家）

12：00～16：00
市内の障がい者施設による自主

製品などの展示・販売、パネル

展示、相談コーナーなど

健康課（☎㉗２４３５）
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インフルエンザの予防法

もし感染してしまったら…

うつら
4

ない

うつさ
4

ない

①感染経路を絶つ方法
●流行期はできるだけ人混みを避けま

しょう

●帰宅後や不特定多数の人が触れるよ

うなものに触れた後は、必ず手洗い

（下図参照）・うがいをしましょう

●適度な室温・湿度を保ちましょう

　　インフルエンザウイルスは、低温で乾燥した環境

で活発になります。ウイルスが生存しにくいように

室温は20℃前後、湿度は50～60％に保ちましょう。
また、ウイルスを室外へ出すために換気も心掛けま

しょう。

●外出時にはマスクを着用しましょう

②抵抗力を付ける方法
●十分な睡眠を取りましょう

　　体や脳の疲れを取るために、できれば夜12時ま
でに寝て、質の良い睡眠を取りましょう。

●バランスの良い食事をしっかり取りましょう

　　体力保持には、栄養バランスの良い食生活が欠か

せません。糖質・たんぱく質・脂質の他にビタミン

やミネラルをしっかり取ることが大切です。

●過度な厚着や薄着を避け、薄手のベストやカーディ

ガンなどを重ね着するなど、体温調節を上手にしま

しょう

●適度な運動で血行をよく保ち、ウイルスに対する全

身の抵抗力を付けましょう

③予防接種
●流行前に予防接種を受けましょう

　　予防接種は発症予防に役立ち、たとえ発症しても

重症化を防ぐといわれていますので、高齢者はぜひ

受けましょう。

※高齢者インフルエンザ予防接種について、詳しくは

「広報いせ」10月１日号に掲載しています。

　早めに医療機関で受診し、療養するとともに、家族

や周りの人にうつさないように心掛けましょう。

①感染の恐れがあるときは、すぐに受診しましょう
　インフルエンザの流行期に、突然の38度以上の高
熱、全身倦怠感、ひどい関節痛や筋肉痛、悪寒、頭痛

などの症状が現れたら、すぐに医療機関で受診しまし

ょう。症状が出てから48時間以内に抗インフルエン
ザ薬を使ってウイルスの増殖を抑えれば、病気の期間

を短くし、症状の悪化を防ぐことができるといわれて

います。

②咳エチケットを心掛けましょう
●咳・くしゃみの際は、ティッシュペーパーなどで　

口と鼻を覆い、他の人から顔をそらし、できる限り

１～２ｍ以上離れましょう

●使ったティッシュペーパーは、すぐにふた付きのご

み箱へ捨てましょう

●ティッシュペーパーなどがない場合は、口を前腕部

（袖口）で押さえて、できる限りしぶきが飛び散らな

いようにしましょう

●咳やくしゃみを押さえた手、鼻をかんだ手は、すぐ

に洗いましょう

③マスクを正しく着用しましょう
●マスクは毎日清潔なものを使いましょう

●不織布製のものがお勧めです

④外出は控えましょう
●熱が下がっても、その日から２日経過するまで自宅

で過ごしましょう

⑤家族への感染を防ぐため、家族とは別室で過ごしま
しょう

図 感染予防のための正しい手洗い

◆石けんを使って30秒以上を目安に、洗い残しのないようにしましょう。
◆流水で石けんを流し、洗った後は清潔なタオルなどで水分を十分に拭き取りましょう。

流水で石けんを
よく洗い流す

手首もしっかり
洗う

指先、爪の間も
手のひらに当て
てよく洗う

手の甲をこすっ
て洗う

両手をもむよう
にして指の間を
洗う

手をぬらし、石
けんを泡立て、 
手のひらをよく
こすり合わせる

 
 

 

 

 

 

インフルエンザを予防しましょう！
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倭姫宮のお
白石持行事
（平成 6年）
の様子

御遷宮対策事務局（☎㉕５２１５）

　昨年、内宮・外宮の御遷宮が滞りなく執り行われましたが、神宮の式年遷宮はこれで完了ではなく、

引き続き、神宮の別宮、摂社・末社・所管社、全125社の御遷宮が行われています。

　11月30日㈰には、別宮の一つである倭姫宮の御遷宮に向け、お白石持行事が行われます。

　11月30日㈰に行われる倭姫宮のお白石持行事
（雨天決行）の奉曳コースと出発時間、それに伴う

交通規制についてお知らせします。交通規制にご

協力をお願いします。

倭
や ま と ひ め の み や

姫宮のお白石持行事

倭姫宮のお白石持行事に伴う交通規制

御幸道路

御幸道路

実施奉献団および出発時間

奉献団 構成地区 出発予定時間

二見連合
松下、江、茶屋、
三津、山田原、溝
口、光の街

8：00

四郷
中村町、楠部町、
一宇田町、朝熊町、
鹿海町

8：30

長峰連合
桜木町、中之町、
古市久世戸、桜が
丘、五十鈴ヶ丘

9：00

宇治二軒茶屋連合 宇治、二軒茶屋 9：30

倭町 倭町 10：00

月読宮のお白石持行事が
行われました

　9月28日㈰、爽やかな秋空のもと、

四郷奉献団によって月読宮のお白石

持行事が行われました。

11月30日日
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資源びんのかごに混入した不適物

レジ袋に入れたまま出さないでください誤って出されたプラスチック製品 プラマーク

願
い
し
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
と
し
て
出
せ
る
の

は
、
商
品
が
入
っ
て
い
た
容
器

や
、
商
品
を
包
ん
で
い
た
包
装

で
、
プ
ラ
マ
ー
ク（
左
図
参
照
）

が
付
い
て
い
る
も
の
で
す
。

が
あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
分

別
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

が
、
レ
ジ
袋
な
ど
に
入
れ
ら
れ

た
ま
ま
回
収
用
の
オ
レ
ン
ジ
色

の
網
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
回
収
用
の
網
に

入
れ
る
と
き
は
、
レ
ジ
袋
な
ど

か
ら
出
し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
正
し
い
分
別
を
お

　

無
色
の
資
源
び
ん
の
回
収
用

か
ご
に
、
陶
磁
器
の
び
ん
、
電

球
、
乾
電
池
、
鏡
、
缶
な
ど
の

不
適
物
が
混
入
し
て
い
る
こ
と

く
の
費
用
が
掛
か
る
の
が
現
状

で
す
。
燃
え
る
ご
み
を
出
す
前

に
、
も
う
ひ
と
絞
り
水
切
り
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
資
源

に
で
き
る
紙
ご
み
は
分
け
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
生
ご
み
の
水

切
り
や
、
燃
え
る
ご
み
の
中
に

入
れ
て
い
る
資
源
物
を
分
別
す

る
こ
と
で
、
費
用
の
削
減
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
中
に
市
内
で
出

さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
燃
え
る

ご
み
・
資
源
物
な
ど
を
含
め
て

５
万
２
４
７
９
ト
ン
で
、
一
日

一
人
当
た
り
の
ご
み
の
量
は
１

０
９
５
・
１
ｇ
で
し
た
。
燃
え

る
ご
み
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
０
・
７
％（
重
量

２
８
３
ト
ン
）減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
燃
え
る
ご
み
に
生

ご
み
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

水
分
を
含
ん
だ
ま
ま
出
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
そ
の
処
理
に
多

　

 

平
成
25
年
度
の
ご
み
の
量 　

　

 

資
源
び
ん
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
出
し
方
に
つ
い
て
の
お
願
い 　

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ちプ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装

資
源
び
ん

市内で出されたごみの量 （トン）

平成24年度 平成25年度 前年度比
燃えるごみ 43,111 42,828 － 0.7%
粗大ごみ 1,530 1,236 －19.2%
資源びん 1,053 1,031 － 2.1%
紙・布類 3,286 3,367 ＋ 2.5%
ペットボトル 348 350 ＋ 0.6%
プラスチック製容
器包装

949 941 － 0.8%

ガラス・くずびん類 146 143 － 2.1%
陶磁器類 335 268 －20.0%
乾電池 46 44 － 4.3%
蛍光管 29 28 － 3.4%
てんぷら油 27 25 － 7.4%
小型家電 171 180 ＋ 5.3%
鏡 － 2 －

缶・金属類 950 836 －12.0%
投棄場搬入物（コ
ンクリート、瓦、
れんがなど）

646 1,200 ＋85.8%

合　　計 52,627 52,479 －0.28%

　

資
源
物
が
適
切
に
分
別
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
資
源
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
支
障
を
来
す
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
は

が
き
が
届
か
な
い
場
合
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。（
11
月

29
日
㈯
発
送
予
定
）

※
返
信
用
は
が
き
が
入
場
券
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
締
め
切
り
後
、
座

席
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
12

月
3
日
㈬
・
午
前
８
時
30
分
か

ら
、
電
話
で
先
着
順
に
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。（
当
日

は
、
は
が
き
を
持
っ
て
い
る
人

か
ら
の
入
場
と
な
り
ま
す
）

照
）
を
記
入
し
、
い
せ
ト
ピ
ア

へ※
1
枚
の
往
復
は
が
き
で
2
人

（
中
学
生
以
上
）ま
で
申
し
込
め

ま
す
。（
2
人
の
場
合
は
、
必

ず
2
人
の
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い〔
返
信
先
は
１
人
で
結

構
で
す
〕）

※
１
人
１
枚
し
か
申
し
込
め
ま

せ
ん
。
複
数
の
申
し
込
み
が
あ

っ
た
場
合
は
無
効
と
し
ま
す
。

※
入
場
の
可
否
は
、
返
信
用
は

と
き　

12
月
14
日
㈰
、
午
後
２

時
〜
３
時
30
分（
開
場
は
午
後

１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
天あ

ま
た
つ達

が
見
た
地

球
温
暖
化
」天
達
武
史
さ
ん（
気

象
予
報
士
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列 

情
報
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
く
ダ

ネ
！
の
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
）

※
手
話
通
訳
あ
り
。

定
員　

４
５
０
人（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

11
月
25
日
㈫（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
下
図
参

平
成
26
年
度
第
3
回

い
せ
ト
ピ
ア
公
開
講
座

（往信用表） （返信用裏）

何も記入しないで

ください

52
日本郵便

返 信

郵便往復はがき

（返信用表） （往信用裏）

①住所
②氏名（ふりがな）
③電話番号

第３回いせトピア
公開講座

　住所

　　氏　　名 様

いせトピア
　　公開講座係

52
日本郵便

往 信

郵便往復はがき

5 1 6 8 5 2 0

往復はがきの書き方

天達武史さん

御師邸で行われた伊勢大々御神楽図の様子

奉
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
天
皇

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
安
時
代
ご
ろ
か
ら
私し

奉ほ
う

幣へ
い（
天
皇
以
外
が
捧
げ
る
幣
帛
）

の
禁
が
緩
み
始
め
る
と
、
伊
勢

へ
の
祈
願
を
希
望
す
る
人
が
増

え
、
こ
う
し
た
需
要
に
応
え
る

祈き

と

う祷
師
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ

の
祈
祷
師
た
ち
の
こ
と
を
「
御

師
」
と
呼
び
ま
し
た
。
古
く
社

寺
に
属
す
る
御お

ん

い

の

り

し

祈
祷
師
の
こ
と

で
す
。
江
戸
時
代
の
最
も
多
い

　

伊
勢
は
、
神
宮
と
共
に
発
展

し
た
ま
ち
で
、
伊
勢
信
仰（
伊

勢
神
宮
を
中
心
と
す
る
信
仰
）

が
全
国
的
規
模
で
普
及
す
る
の

に
伴
い
、
参
宮
客
が
各
地
か
ら

集
ま
り
、
活
気
づ
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
原
動
力
に
な

っ
た
の
が
「
御
師
」
と
呼
ば
れ

る
人
々
で
す
。

　

神
宮
で
は
古
来
、「
私し

へ

い幣
禁

断
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
幣へ

い

帛は
く（
神
に
奉
る
も
の
の
総
称
）を

伊勢まるごと

博物館

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎㉒７８８５）

だより 27

　

今
回
は
、
伊
勢
古
市
参
宮
街
道
資
料
館
の
世
古
富
保
さ
ん
か
ら

の
情
報
提
供
で
す
。

開
催
期
間　

11
月
16
日
㊐
～
12
月
20
日
圡

「
御お

ん

し師
」
特
別
展

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア（
☎
㉑
０
９
０
０
）
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宮
川
中
学
校
と
沼
木
中
学
校

の
統
合
校
の
設
置
場
所
は
宮
川

中
学
校
跡
地
と
な
っ
て
お
り
、

校
舎
・
屋
内
運
動
場
を
改
築
す

る
た
め
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
宮
川
中
学
校
敷
地

内
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
埋
設

や
記
念
樹
の
植
樹
、
そ
の
他
の

物
を
埋
設
・
設
置
し
た
人
は
、

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
下
表
の

連
絡
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
学
校
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋

設
や
記
念
樹
植
樹
な
ど
の
記
録

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
宮
川
中
学
校
・

沼
木
中
学
校
統
合
準
備
会
だ
よ

り（
第
３
号
）ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮
川
中
学
校
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
埋
設
・

記
念
樹
の
植
樹
な
ど
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

学
校
統
合
に
向
け
て
⑦

教
育
総
務
課（
☎
㉒
７
８
９
３
）

宮川中学校への埋設・植樹などの連絡

種類 連絡先 お知らせ

タイム

カプセル

宮川中学校

（☎�８３１５）

・運動場東側（校舎から見て左半分）に

埋設した人は、連絡後、11月30日㈰
までに掘り起こしてください。

・その他の場所（校舎・屋内運動場・

駐車場周辺）に埋設した人は、連絡

後、平成27年２月28日㈯までに掘り
起こしてください。

記念樹
教育総務課

管理係

（☎�７８７６）

移植を希望する人はご連絡ください。

※連絡のない場合は、原則撤去します。

※移植する場合は、記念樹の確認作業

に立ち会いをお願いします。

その他
今後の対応（移設・撤去・引き取りなど）

についてご連絡ください。

※埋設場所によっては、早期に掘り起こしをお願いする場合があります。
※学校の防犯上、無断で掘り起こし作業は行わないでください。

に
と
っ
て
大
切
な
農
作
業
記
事

が
多
く
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、

新
年
を
迎
え
る
上
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
御
師

が
実
際
に
使
っ
た
調
度
品
を
は

じ
め
、
伊
勢
暦
、
御
神
楽
の
錦

絵
、
パ
ネ
ル
な
ど
で
昔
の
活
気

あ
ふ
れ
る
様
子
を
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
に
は
、
御
師
邸
は
、
宇
治
と

山
田
の
町（
伊
勢
市
の
旧
称
）を

併
せ
て
９
０
０
軒
近
く
も
あ
り

ま
し
た
。

　

神
宮
は
一
般
の
参
宮
を
許
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
参
詣
を

希
望
す
る
人
は
、
必
ず
御
師
に

祈
願
を
依
頼
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
御
師
は
、
地

方
に
赴
い
て
布
教
活
動
を
行

い
、
信
者
を
獲
得
し
、
次
第
に

信
者
集
団（
後
の
「
伊い

せ

こ

う

勢
講
」）

を
構
成
し
組
織
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
遠
方
の

信
者
が
参
宮
を
希
望
す
る
場
合

は
宿
の
便
宜
を
図
っ
た
り
、
自

ら
宿
を
経
営
し
て
信
者
を
宿
泊

さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
商
業
的

な
活
動
も
盛
ん
に
行
い
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
に
な
る
と
、
農
民

や
商
人
の
間
に
も
伊
勢
信
仰
が

広
ま
り
、
御
師
は
、
信
者
か
ら

の
収
入
を
確
保
し
て
発
展
を
遂

げ
て
い
き
ま
し
た
。
御
師
は
、

全
国
各
地
の
檀
家
に
神
宮
の
御

札
と
共
に
数
々
の
土
産
を
配
り

歩
き
ま
し
た
。
そ
の
土
産
の
中

で
最
も
主
要
な
も
の
が
、
翌
年

の
暦
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
暦

は
「
伊い

せ

ご

よ

み

勢
暦
」
と
称
し
、
農
民

所 在 地　中之町69
電話番号　�８４１０
開館時間　9：00～16：30
休 館 日　・月曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　　・祝日・振替休日の翌日

　　　　　　（その日が日曜日の場合は除く）

　　　　　・年末年始（12月29日～１月３日）
入 館 料　無料

伊勢古市参宮街道資料館
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動
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
に
ぎ
わ
い
委
員
会
で

は
、
明
倫
訪
ね
歩
き
マ
ッ
プ
を

活
用
し
、
10
月
に
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
今
後
の
活
動
予
定
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．「
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
標

語
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
こ
と

で
、
小
学
４
年
生
を
対
象
に
標

語
を
募
集
し
ま
し
た
。
標
語
の

札
を
１
０
０
枚
ほ
ど
作
り
、
８

つ
の
町
会
の
各
ポ
イ
ン
ト
に
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
事
業
・
活
動
に
、
ぜ
ひ
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

と
も
、
み
ん
な
で
や
ろ
う
ぜ
〞

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
明
倫
地
区

ま
ち
づ
く
り
計
画
に
沿
っ
て
、

５
つ
の
委
員
会
を
つ
く
っ
て
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
平
成
25
年
度
は
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
か
？

Ａ
．
明
倫
小
学
校
で
、
え
が
お

委
員
会
が
明
倫
地
区
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、

あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し
ん
委
員
会

が
自
転
車
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

う
つ
く
し
い
委
員
会
で
は
、

美
化
活
動
と
し
て
、
伊
勢
ま
つ

り
前
の
地
域
清
掃
活
動
や
ご
み

ゼ
ロ
早
朝
清
掃
、
勢
田
川
七
夕

大
そ
う
じ
へ
の
協
力
参
加
を

し
、
ま
た
、
広
域
環
境
組
合
の

視
察
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
今
年
度
は
、
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
．
今
年
に
な
っ
て
、
高
齢
者

を
対
象
と
す
る
５
つ
目
の
「
ほ

の
ぼ
の
委
員
会
」
を
設
け
ま
し

た
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
高
齢

者
の
活
動
に
つ
い
て
調
査
を
し

て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
清
掃
活

を
知
ろ
う
、
歩
こ
う
」
を
合
言

葉
に
、
明
倫
地
区
の
歴
史
上
の

人
物
や
名
所
・
史
跡
を
掘
り
起

こ
す
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
内
の
史
跡
・
景
観
ポ
イ

ン
ト
を
現
地
調
査
し
て
マ
ッ
プ

の
資
料
を
収
集
し
、
研
修
会
を

開
催
し
て
お
薦
め
の
ル
ー
ト
を

２
つ
選
定
し
ま
し
た
。
旅
館
や

お
店
の
協
力
も
い
た
だ
い
て
作

成
し
ま
し
た
。
地
域
の
お
店
で

配
布
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
明

倫
地
区
の
全
戸
に
配
布
し
ま
し

た
。

Ｑ
．
現
在
、
ど
の
よ
う
に
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
か
？

Ａ
．〝
自
分
の
で
き
る
こ
と
は
、

自
分
で
や
ろ
う
ぜ
〞〝
地
域
の
こ

な
ど
が
描
か
れ
、
外
宮
と
内
宮

を
虹
で
結
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
．
明
倫
地
区
の
お
店
な
ど
に

「
明
倫
訪
ね
歩
き
マ
ッ
プ
」
を

置
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

Ａ
．
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
中
の
に
ぎ
わ
い

委
員
会
が
作
成
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
委
員
会
で
は
「
ま
ち

　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
設
立

し
、
活
発
に
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
「
明
倫
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
の
事
務
所
「
ま

ち
づ
く
り
交
流
館 

明
倫
」
を

訪
問
し
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
入
り
口
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に

す
て
き
な
絵
が
描
か
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
絵
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
で
す

ね
。
中
村
仁
志
画
伯
に
下
絵
を

描
い
て
い
た
だ
き
、
こ
の
地
域

の
小
学
５
・
６
年
生
と
中
学
１
・

２
年
生
の
14
人
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
今
年
３
月
の
連
休
に
描

い
た
も
の
で
す
。
子
ど
も
と
高

齢
者
、
昔
の
遊
び
、
伊
勢
音
頭

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
�

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

明
倫
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

シャッターアート

ウォークラリー

明倫訪ね歩きマップ

活
動
紹
介



9 広報いせ ●平成26年11月15日号広報いせ ●平成26年11月15日号

　

恋
人
間
の
暴
力
は
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
で
す
。

　

性
的
暴
力
の
ほ
か
、

携
帯
電
話
や
服
装
を
チ

ェ
ッ
ク
し
た
り
、
友
達

と
約
束
さ
せ
な
い
な

ど
、
相
手
を
束
縛
し
、

孤
立
さ
せ
る
社
会
的
暴

力
や
、
言
葉
に
よ
る
心

理
的
暴
力
な
ど
、
普
通

の
カ
ッ
プ
ル
間
で
も
、

自
覚
な
し
に
起
こ
り
ま

す
。

　

自
分
た
ち
は
、
対
等

な
男
女
関
係
が
築
け
て

い
る
か
ど
う
か
、
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、

女
性
の
３
人
に
１
人
が
Ｄ
Ｖ
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
Ｄ
Ⅴ
の

問
題
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。上
図
の
よ
う
な
暴
力
に
は
、

男
性
中
心
社
会
の
「
男
は
こ
う

あ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
意
識
が

背
景
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ⅴ
は
、「
夫
婦
だ
か
ら
」

「
私
に
も
悪
い
所
が
あ
っ
た
か

ら
」
な
ど
と
被
害
者
が
我
慢
し

た
り
、
努
力
し
た
り
す
る
こ
と

で
な
く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
暴
力
で
思
い
通
り
に
さ

せ
よ
う
と
す
る
加
害
者
側
の
問

題
で
す
。
言
葉
や
態
度
に
よ
る

不
当
な
扱
い
を
長
期
に
繰
り
返

す
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
被
害
者
の
自
由
や
生
き
る
力

を
奪
い
、心
身
を
傷
つ
け
ま
す
。

暴
力
は
人
権
を
侵
害
す
る
重
大

な
犯
罪
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
大
人
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
達

段
階
に
あ
る
子
ど
も
へ
の
影
響

は
大
き
く
、
Ｄ
Ｖ
を
見
聞
き
し

「誰のおかげで生活できているんだ」
などの暴言を浴びせる、怒鳴る、無
視する、人前でばかにする、友人･
家族との付き合いを制限する、物に
当たって脅す、仕事を辞めさせる、
お金を渡さない、携帯電話やメール
を細かくチェックして行動を監視す
るなど

性行為を強要する、無理にポルノな
どを見せる、裸の写真を撮る、中絶
を強要する、避妊に協力しないなど

殴る、蹴る、髪を引っ張る、物を投
げ付ける、首を絞めるなど

性的暴力の例

身体的暴力の例 精神的暴力の例

て
育
つ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
身

の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
人
と
の
関
わ

り
の
手
段
と
し
て
力
で
抑
え
る

こ
と
を
学
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、「
配
偶
者
か

ら
不
当
な
扱
い
を
受
け
て
い

る
」
ま
た
は

｢

相
手
を
不
当
に

扱
っ
て
い
る｣

と
い
う
こ
と
に
、

自
分
で
は
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

ほ
と
ん
ど
が
家
庭
の
中
で
行

わ
れ
、
ま
た
、
加
害
者
の
中
に

は
社
会
的
信
用
の
あ
る
人
も
お

り
、
発
見
さ
れ
に
く
い
状
況
で

す
。
そ
れ
で
も
、
Ｄ
Ｖ
を
受
け

て
い
る
人
に
気
付
い
た
な
ら
、

「
あ
な
た
は
悪
く
な
い
」
と
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
暴
力
は

振
る
う
側
に
責
任
が
あ
る
の
で

す
か
ら
。

　

「
も
う
少
し
我
慢
す
れ
ば
」

な
ど
の
意
見
を
言
わ
ず
、
話
を

聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
被
害

者
を
力
づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
後
は
、
専
門
家
に
任
せ
て

く
だ
さ
い
。あ
な
た
の
対
応
が
、

女
性
を
暴
力
か
ら
解
放
し
ま
す
。

市民交流課（☎㉑５５１３）

　11月12日～25日は ｢女性に対する暴力をなくす運動｣ 実施期間です。
　そこで今回は、ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）について考えます。ＤＶとは、配偶者または
事実婚など、親密な関係にある（またはあった）男女間における暴力のことを言い、被害者の多くが
女性です。

めざそや！共同参画⑲

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

Ｄ
Ｖ
被
害
者
・
Ｄ
Ｖ
加
害
者
に

彼・彼女はあなたのモノじゃないよ！

Ｄ
Ｖ
に
気
付
こ
う
！

いい男！宣言いい女！宣言

暴力

私は、自分のしたいこと、し
たくないことを、彼にはっき
り言います。

僕は、彼女の心と体
を、大切にします。
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が
あ
る
場
合
は
、
留
守
番
電
話

設
定
を
す
る
。

・
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

（
発
信
者
番
号
通
知
サ
ー
ビ
ス
）

機
能
を
活
用
し
、
見
覚
え
の
な

い
番
号
か
ら
の
電
話
に
は
出
な

い
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）

の
利
用
限
度
額
を
引
き
下
げ
て

お
く
。

取
り
、合
言
葉
を
決
め
て
お
く
。

・
犯
人
は
録
音
さ
れ
る
こ
と
を

嫌
う
の
で
、
留
守
番
電
話
機
能

　

特
殊
詐
欺
と
は
、
不
特
定
多

数
の
人
に
、
電
話
な
ど
の
通
信

手
段
を
使
い
、
対
面
し
な
い
で

金
品
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

高
齢
者
を
中
心
に
被
害
が
多

発
し
て
お
り
、
県
内
で
は
今
年

に
入
っ
て
か
ら
９
月
末
ま
で
に

被
害
件
数
は
65
件
、
被
害
額
は

約
４
億
４
３
８
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
の
種
類
は
、
大
き

く
８
項
目
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

◆
対
策

・
詐
欺
の
電
話
な
ど
を
受
け
た

ら
、
話
を
う
の
み
に
せ
ず
、
家

族
や
知
人
、
市
役
所
へ
相
談
す

る
か
、
警
察
に
通
報
す
る
。
ま

た
、
普
段
か
ら
家
族
と
連
絡
を

特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
４
）

通
学
路
や
公
園
周
辺
で
の
見
守

り
活
動
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
声

掛
け
な
ど
を
し
な
が
ら
活
動
す

る
ほ
か
、
高
齢
者
宅
へ
訪
問
し

な
が
ら
犯
罪
情
報
や
防
犯
対

策
、
交
通
事
故
防
止
の
チ
ラ
シ

な
ど
を
配
布
し
、
注
意
喚
起
を

し
て
い
ま
す
。

◆
西
川
代
表
の
思
い

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

は
、「
犯
罪
者
が
嫌
が
る
・
犯

罪
が
起
こ
り
に
く
い
地
域
づ
く

り
か
ら
」
と
信
じ
、
体
力
が
続

く
ま
で
、
地
域
で
の
防
犯
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
や
が
て
は
、
地
域

住
民
み
ん
な
の
防
犯
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
り
、
自
分
や
家
族

を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め
に

も
、
自
主
防
犯
活
動
を
す
る
仲

間
が
増
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

◆
結
成
の
経
緯

　

あ
る
日
、
塾
帰
り
の
女
子
生

徒
が
、
見
知
ら
ぬ
男
に
背
後
か

ら
体
を
触
ら
れ
た
た
め
、
近
く

の
商
店
に
助
け
を
求
め
、
大
事

に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
機
に
、
平
成
16
年
４
月
、
宮

川
河
口
を
挟
ん
だ
御
薗
・
豊
浜

東
小
学
校
区
の
子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
通
学

路
で
登
下
校
時
に
見
守
り
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
で
発
生
す
る
悪

質
業
者
の
訪
問
や
、
空
き
巣
・

詐
欺
な
ど
の
被
害
か
ら
住
民
を

守
る
た
め
、
防
犯
の
啓
発
活
動

も
始
め
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容

　

防
犯
活
動
は
「
で
き
る
と
き

に
・
で
き
る
こ
と
を
や
る
」
た

め
、
単
独
活
動
を
基
本
に
し
て

い
ま
す
。防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

昼
間
だ
け
で
な
く
、
夕
方
か
ら

宵
に
か
け
て
も
、
ほ
と
ん
ど
街

頭
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
昼
間

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
は
、

上
條
豊
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
会
員
紹
介

特殊詐欺の種類と被害状況（平成26年１～９月）
特殊詐欺の種類 三重県内の被害 伊勢市内の被害

振
り
込
め
詐
欺

オレオレ
詐欺

親族や公の機関を装って電話
をかけ、トラブル解決の弁済
費用などをだまし取る詐欺

13件
（約4,220万円）

０件
（－）

架空請求
詐欺

不特定多数の人にメールなど
を送り付け、架空の裁判費用
などをだまし取る詐欺

25件
（約１億400万円）

１件
（約80万円）

融資保証
金詐欺

融資内容を記載した文書を送
り付け、融資の手数料などを
だまし取る詐欺

４件
（約600万円）

０件
（－）

還付金等
詐欺

公の機関を装って、医療費な
ど、うその還付手続きをＡＴ
Ｍで行わせ、現金をだまし取
る詐欺

１件
（約160万円）

０件
（－）

金融商品等
取引名目詐欺

電話で「必ずもうかる」など、
うそを言って未公開株などの購
入代金などをだまし取る詐欺

13件
（約２億150万円）

１件
（約2,200万円）

異性交際あっ
せん名目詐欺

雑誌などで「恋人紹介」など
と表示して、紹介料などをだ
まし取る詐欺

１件
（約850万円）

０件
（－）

ギャンブル必
勝法情報提供
名目詐欺

雑誌などで「パチンコ必勝法
を販売する」などと表示して、
情報提供料などをだまし取る
詐欺

２件
（約110万円）

０件
（－）

その他 上記以外の特殊詐欺
６件

（約7,880万円）
０件
（－）
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ト
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

と
っ
つ
き
は
少
し
ま
ご
つ
い

た
り
し
な
が
ら
も
、
少
し
で
き

て
く
る
と
、
は
ま
っ
て
し
ま
う

楽
し
さ
で
す
。
動
く
年
賀
状
を

作
っ
た
り
、
２
月
の
豆
ま
き
、

３
月
の
ひ
な
祭
り
、
４
月
の
お

花
見
か
ら
12
月
の
音
楽
入
り
の

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
ま
で
、

月
々
の
テ
ー
マ
を
取
り
入
れ
た

り
、
そ
の
ほ
か
、
桃
太
郎
や
浦

島
太
郎
な
ど
の
物
語
も〝
エ
ク

セ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
〞
と
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

火
・
金
曜
日
に
、
い
せ
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
一
度

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

「
窓
の
会
」
の
活
動
は
、
約

15
年
前
、
Ⅰ
Ｔ
普
及
活
動
を
通

し
て
ま
ち
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
た
、
現
在
、
い
せ
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
な

っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
せ
コ

ン
ビ
ニ
ネ
ッ
ト
の
前
身
と
も
い

え
る〝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〞で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

「
窓
の
会
」
と
い
う
名
前
の

由
来
は
、
パ
ソ
コ
ン
の〝
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
〞
か
ら
取
っ
た
も
の

で
す
。
設
立
以
来
、
延
べ
３
０

０
０
人
を
超
す
方
々
と
一
緒
に

パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
の
エ
ク
セ
ル
を
中
心
と
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
エ
ク
セ
ル

と
い
え
ば
、
表
計
算
ソ
フ
ト
と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
当
会
で
は
、
本
来
の
表
計

算
な
ど
の
ほ
か
に
、
エ
ク
セ
ル

に
画
像
な
ど
を
挿
入
し
て
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
た
り
し

て
、
エ
ク
セ
ル
を
身
近
な
ソ
フ

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
す
。

　

ま
た
、「
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
」

と
い
う
ペ
ー
ジ
に
は
、
社
会
貢

献
に
関
心
の
あ
る
企
業
が
５
０

０
以
上
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
Ｍ
ナ
ビ
」
も
「
Ｍ
カ
ン
パ

ニ
ー
」
も
、
み
え
市
民
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
し

て
は
、三
重
県
男
女
共
同
参
画
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

全
て
検
索
で
き
、
定
款
や
設
立

趣
意
書
、
年
度
報
告（
決
算
）な

　

地
域
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

市
民
活
動
団
体
を
調
べ
た
い
と

思
っ
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
？

　

三
重
県
で
は
、「
Ｍ
ナ
ビ
」

と
い
う
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市

民
活
動
団
体
を
検
索
で
き
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
完

全
に
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
内
の
約
３

０
０
０
団
体
が
掲
載
さ
れ
て
い

藤
森
弘
司（
☎
０
９
０
・
４
２
３
５
・
５
１
５
６
）

窓
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.54

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

パルティ４コマ劇場
（
文
化
の
日
に
か
け
て
）

今
日
は
自じ

ぶ

ん

か

分
暇
の
日
。

何
を
し
よ
う
か
な
…
。

そ
の
前
に
お
や
つ
を

い
た
だ
い
て
。

爽
や
か
な
風
が
心
地
よ
い
。

ち
ょ
っ
と
休
憩
。

秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
。

あ
っ
と
い
う
間
に
一
日
が
。

時
間
は
有
効
に
使
お
う
ね
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
を

調
べ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料〔
平
成
26
年
度
〕

約
１
１
９
２
万
４
千
円

利
用
人
数〔
平
成
25
年
度
〕

６
万
２
４
６
７
人

■みえ市民活動ボランティアセンターの
　ホームページ

http://www.pref.mie.lg.jp/npo/

■三重県男女共同参画・ＮＰＯ課の
　ホームページ

http://www.mienpo.net/center/
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が
約
30
％
、
60
歳
代
で
は
約
50

％
の
感
染
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
は
、
非
感

染
者
の
６
倍
ほ
ど
胃
が
ん
発
症

率
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌（
３
種

類
の
薬
を
朝
夕
７
日
間
服
用
）

に
よ
り
、
発
症
率
は
２
分
の
１

〜
３
分
の
１
に
減
少
し
ま
す
。

　

平
成
12
年
か
ら
胃
潰
瘍
な
ど

の
治
療
に
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
が
保

険
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
２
月
か
ら
は
、
ピ
ロ
リ

菌
感
染
胃
炎
の
ピ
ロ
リ
菌
除
菌

が
保
険
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。保
険
診
療
で
は
、

ま
ず
胃
カ
メ
ラ
検
査
を
行
い
、

胃
が
ん
で
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
胃
炎
の
程

度
を
診
断
し
た
後
、
ピ
ロ
リ
菌

感
染
診
断（
６
種
類
中
２
種
類
）

を
行
い
、
除
菌
し
ま
す
。

　

今
年
７
月
、厚
生
労
働
省
は
、

平
成
26
年
度
に
約
88
万
人
の
日

本
人
が
が
ん
に
罹り

か

ん患
し
、
そ
の

う
ち
胃
が
ん
の
罹
患
者
数
は
約

13
万
人（
男
性
の
１
位
・
女
性

の
３
位
）、
胃
が
ん
死
亡
者
数

は
約
５
万
人（
男
性
の
２
位
・

女
性
の
３
位
）
と
の
予
測
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

胃
が
ん
は
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染

が
原
因
と
さ
れ
、
免
疫
力
の
弱

い
２
〜
３
歳
の
時
に
家
族
の
口

移
し
な
ど
に
よ
り
感
染
し
、
慢

性
委
縮
性
胃
炎
か
ら
胃
が
ん
が

発
症
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
20
歳
代
で
は
ピ
ロ
リ

菌
感
染
率
は
10
％
程
度
で
す

が
、
井
戸
水
に
よ
る
感
染
が
考

え
ら
れ
る
世
代
で
は
、
40
歳
代

　

伊
勢
総
合
病
院
で
は
、
11
月

か
ら
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
症
認
定

医
に
よ
る
「
ピ
ロ
リ
菌
専
門
外

来
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
外
来
で
は
、
胃
が
ん
発

症
の
原
因
と
さ
れ
る
ピ
ロ
リ
菌

の
検
査
や
除
菌
が
で
き
ま
す
。

診
察
日
時　

毎
週
水
曜
日
、
午

後
１
時
〜
３
時

対
象

・
ピ
ロ
リ
菌
感
染
を
調
べ
た
い

人・
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
希
望
者

・
胸
焼
け
な
ど
の
胃
に
関
係
す

る
症
状
の
あ
る
人
、
慢
性
胃
炎

の
人 伊

勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
�

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

ピ
ロ
リ
菌
専
門
外
来

部
署
紹
介
！

ヘリコバクター・ピロリ菌

　らせん状（ヘリコ）の細菌（バ

クター）で、胃の出口の幽門部

（ピロリ）に

好んで住む微

好気性グラム

陰性らせん状

桿
かん

菌
きん

です。

す
。

　

こ
れ
か
ら
成
人
式
に
向
け
、

着
物
の
レ
ン
タ
ル
を
検
討
す
る

人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
契

約
時
に
は
、
書
面
な
ど
で
契
約

条
件
な
ど
を
確
認
し
、
納
得
し

て
か
ら
契
約
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
そ

の
場
で
の
契
約
は
避
け
、
冷
静

に
考
え
る
時
間
を
持
つ
よ
う
に

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

　

「
成
人
式
用
の
着
物
を
見
て

み
よ
う
と
軽
い
気
持
ち
で
店
舗

に
出
向
い
た
ら
、『
良
い
も
の

は
早
く
押
さ
え
て
お
か
な
い
と

良
い
も
の
か
ら
な
く
な
る
』
と

説
明
さ
れ
、
そ
の
場
で
１
年
以

上
先
の
レ
ン
タ
ル
の
申
し
込
み

を
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
時
間

も
十
分
あ
る
た
め
他
の
店
舗
も

見
た
い
と
思
い
、
次
の
日
に
キ

ャ
ン
セ
ル
を
申
し
出
た
と
こ

ろ
、
高
額
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
金

を
請
求
さ
れ
た
」
と
い
う
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ン
タ
ル
着
物
の
契
約
内
容

に
つ
い
て
は
、
規
制
す
る
法
律

な
ど
は
な
く
、
各
事
業
者
の
判

断
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
金
に
つ
い

て
も
業
者
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成26年度〕
983万円（うち県補助金
572万９千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

着
物
の
レ
ン
タ
ル
の

ト
ラ
ブ
ル

胃
が
ん
の
発
症
原
因

ピ
ロ
リ
菌



13 広報いせ ●平成26年11月15日号広報いせ ●平成26年11月15日号

各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演

会
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
各
種

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
啓

発
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
啓
発
活
動
重

点
目
標
を
「
み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀
〜
考
え
よ
う
相
手

の
気
持
ち　

育
て
よ
う
思
い
や

り
の
心
〜
」
と
し
、
私
た
ち
の

身
の
回
り
の
人
権
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

市
で
も
、
こ
の
週
間
を
中
心

に
、
人
権
講
演
会
や
人
権
尊
重

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展（
15

ペ
ー
ジ
参
照
）、
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
呼
び
掛
け
る
街
頭
啓
発
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
を
き
っ
か
け
に
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う

こ
と
の
大
切
さ
や
、
身
近
な
人

権
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
、

平
和
に
共
存
で
き
る
豊
か
な
社

会
を
目
指
し
、
世
界
中
で
全
て

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
21
世
紀

「
人
権
の
世
紀
」
を
み
ん
な
で

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
際
連
合
が
１
９
４
８（
昭

和
23
）
年
12
月
10
日
に
「
世
界

人
権
宣
言
」を
採
択
し
て
か
ら
、

今
年
で
66
周
年
を
迎
え
ま
す
。

１
９
５
０（
昭
和
25
）年
に
は
12

月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定

め
、
加
盟
国
や
関
係
機
関
に
、

人
権
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

啓
発
行
事
な
ど
を
行
う
よ
う
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、１
９
４
９（
昭

和
24
）
年
に
12
月
４
日
〜
10
日

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
ま
し

た
。
毎
年
こ
の
期
間
は
、
全
国

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑５５４６）

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ
◆和風きのこオムレツ◆ 材料（２人分）

作り方
１　しめじ、えのき茸は根元を切り、ほぐす。エリンギは食べやす

い大きさに切る。（ここまで前夜に準備しておくと手早くでき
ます）

２　テフロン加工のフライパンにオリーブ油小さじ１を熱し、１を
炒めてしょうゆ小さじ１をからめる。

３　卵を溶きほぐしてAを混ぜ、２を加えて、オリーブ油小さじ１
を熱したフライパンに半量を流し入れ、オムレツの形に焼く。

４　残りの半量も３と同様に焼き、それぞれ器に盛り、青のりを振
る。

　朝ごはんは脳と体を目覚めさ
せ、元気に一日をスタートさせる
ための大切な食事です。忙しい朝
にしっかり食べるためにも、前日
の夜に野菜を切るなど下準備をし
ておくと時間短縮になります。

一口メモ 今回のテーマは　「しっかり朝ごはんで肥満予防」です

１人分の栄養価
168kcal／たんぱく質9.1g／脂質11.4g／塩分1.5g

他にもたくさんの「低カロリー・バランス食レシピ」を掲載しています。
市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食 健康課（☎㉗２４３５）

しめじ･････････････1/2パック
えのき茸･･･････････1/2パック
エリンギ････････････････２本
卵･･････････････････････２個
青のり･･････････････････少々

Ａ　しょうゆ････････小さじ２
　　みりん･･････････小さじ２
　　こしょう････････････少々
オリーブ油･･････････小さじ３
しょうゆ････････････小さじ１

朝ごはんの

ポイント

●主食をとる
●たんぱく質食材（肉、魚、卵、

大豆製品）を適度にとる
●野菜や果物を忘れずに
●温かい一品を付ける

※治療中の人は、医師の指示を守ってください。
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お
口
の
健
康
を
保
ち
、
肺
炎

や
え
ん
下
障
害
を
予
防
し
、
元

気
な
体
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
次
の
と
お
り
口
腔
訓
練
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

12
月
４
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上

で
、
口
が
渇
く
、
お
茶
や
汁
物

な
ど
で
む
せ
る
、
飲
み
込
み
に

く
い
な
ど
の
症
状
が
気
に
な
る

人内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
と

お
口
の
健
康
の
話（
講
師

：

中

川
直
人
さ
ん〔
伊
勢
地
区
歯
科

医
師
会
会
員
〕）、
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
口
腔
体
操
な
ど

定
員　

30
人
程
度

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

　

離
乳
食
を
安
心
し
て
進
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
簡
単
で
お
い

し
い
離
乳
食
作
り
を
栄
養
士
が

紹
介
し
ま
す
。

と
き　

12
月
15
日
㈪
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
７
〜
11
カ
月
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
後
期
〜
完
了

期
）の
お
話
と
試
食

定
員　

25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
17
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

　

日
本
人
の
15
人
に
１
人
が

「
う
つ
病
」
を
経
験
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
う
つ
病

は
、
正
し
い
対
応
を
し
な
い
と

悪
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
回
復
へ
の
鍵
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
う
つ
病
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

と
き　

12
月
11
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

講
演
「
う
つ
病
に
つ
い

て
」
村
上
優
さ
ん（
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
榊
原
病
院

院
長
）

定
員　

40
人
程
度

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

同
課
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

と
き　

12
月
７
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ

ー
・
調
理
室

講
師　

イ
レ
ー
ル
・
キ
ャ
ミ
さ

ん（
市
内
在
住
、
フ
ラ
ン
ス
出

身
）

定
員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

１
２
０
０
円（
同
協

会
会
員
は
８
０
０
円
、
当
日
徴

収
）

持
ち
物　

布
巾
、
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
し
込
み　

11
月
17
日
㈪
か

ら
、
電
話
で
同
課
へ

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
人

利
用
車
両　

軽
自
動
車
・
小
型

自
動
車
・
普
通
自
動
車

募
集
台
数　

12
台
程
度（
先
着

順
）

利
用
期
間　

許
可
日
〜
平
成
27

年
３
月
31
日（
24
時
間
利
用
可

能
）

利
用
料
金　

月
額
８
４
７
０
円

（
月
途
中
か
ら
利
用
す
る
場
合

は
日
割
り
計
算
）

参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

管
財
契
約
課（
☎
�
５
５
２
６
）

市
営
吹
上
駐
車
場
の

利
用
者
を
追
加
募
集

催
し
物

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局（
☎
�
５
５
４
９
）

世
界
の
料
理
パ
ー
テ
ィ
ー

（
フ
ラ
ン
ス
編
）

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
教
室

～
う
つ
病
に
つ
い
て
～

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

離
乳
食
教
室

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕

約
36
万
５
千
円（
16
回
分
）

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

口
腔
訓
練
教
室
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じ
て
情
報
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　

次
の
と
お
り
、
全
国
の
市
町

村
で
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
の
一
斉
情
報
伝
達
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
伝
達
試
験
で
は
、
国

か
ら
の
試
験
放
送
の
内
容
が
、

市
の
防
災
行
政
無
線
、
防
災
メ

ー
ル
、
防
災
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

通
じ
て
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

と
き　

11
月
28
日
㈮
、
午
前
11

時
ご
ろ

　

毎
年
１
月
１
日
に
土
地
・
建

物
・
償
却
資
産（
事
業
用
）を
所

有
し
て
い
る
人
に
対
し
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
人
や
、

未
登
記
家
屋
の
売
買
・
相
続
な

ど
を
し
た
の
に
名
義
変
更
を
市

に
連
絡
し
て
い
な
い
人
は
、
12

月
26
日
㈮
ま
で
に
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
通
称
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」）
は
、

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
国
か
ら

送
ら
れ
る
緊
急
情
報
を
、
市
町

村
の
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
通

と
き　

①
11
月
25
日
〜
平
成
27

年
1
月
20
日（
12
月
30
日
を
除

く
）
の
毎
週
火
曜
日
・
②
11
月

26
日
〜
平
成
27
年
1
月
21
日

（
12
月
31
日
を
除
く
）の
毎
週
水

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午（
各

８
回
）

と
こ
ろ　

県
営
大
仏
山
公
園
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

各
８
人（
先
着
順
）

受
講
料　

各
９
０
０
０
円（
保

険
代
を
含
む
）

※
教
室
開
始
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
を
返
金

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み　

11
月
15
日
㈯
か

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
管

理
事
務
所
へ

※
教
室
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
山
本
コ
ー
チ（
☎
０
９
０
・

９
９
２
４
・
３
７
５
８
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

伊
勢
志
摩
地
域
の
観
光
資
源

で
あ
る〝
食
〞の
知
識
を
深
め
、

よ
り
細
か
な
「
お
も
て
な
し
」

が
提
供
で
き
る
よ
う
、
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
「
和
食
」
に
関
す
る
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
20
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

二
見
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
27
年
２
月
28
日
㈯

に
実
施
さ
れ
る
和
食
検
定
を
受

験
予
定
の
人

講
師　

菊
池
か
を
る
さ
ん（
一

般
財
団
法
人
日
本
ホ
テ
ル
教
育

セ
ン
タ
ー
主
席
研
究
員
）

定
員　

90
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
18
日
㈫
ま
で

に
、
同
機
構
へ

　

人
権
尊
重
の
重
要
性
や
命
の

大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス

タ
ー
と
標
語
作
品
を
、
次
の
と

お
り
展
示
し
ま
す
。

と
き　

①
11
月
27
日
㈭
・
午
前

10
時
〜
12
月
２
日
㈫
・
午
後
１

時
、
②
12
月
10
日
㈬
・
正
午
〜

13
日
㈯
・
午
後
４
時
30
分
、
③

12
月
18
日
㈭
・
午
前
９
時
〜
24

日
㈬
・
午
後
３
時

と
こ
ろ　

①
イ
オ
ン
伊
勢
店
、

②
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
１
階
ふ
れ
あ
い
広
場
、

③
小
俣
図
書
館
・
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー（
火
曜
日
は
休
館
）

人
権
政
策
課（
☎
�
５
５
４
６
）

人
権
尊
重
啓
発

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展

公
益
社
団
法
人
伊
勢
志
摩
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
機
構（
☎
�
０
８
０
０
）

「
和
食
」
研
修
会

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
�
６
５
６
５
）

県
営
大
仏
山
公
園

テ
ニ
ス（
硬
式
）教
室

お
知
ら
せ

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
�
５
５
３
３
）

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

届
け
出
て
く
だ
さ
い

危
機
管
理
課（
☎
�
５
５
２
３
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

「これは、テストです」
（３回）
「こちらは広報いせです」
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「
働
い
た
の
に
給
料
を
払
っ

て
も
ら
え
な
い
」「
い
き
な
り
会

社
を
解
雇
さ
れ
た
」
な
ど
、
会

社
と
従
業
員
と
の
間
の
紛
争
を

解
決
す
る
た
め
の
裁
判
所
の
手

続
き
と
し
て
、
裁
判（
民
事
訴

訟
）
の
ほ
か
、
労
働
審
判
、
少

額
訴
訟
、
民
事
調
停
、
仮
処
分

な
ど
の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

　

紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
の
特

徴
や
紛
争
の
実
情
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
ど
の
手
続
き
を
利
用
す

る
の
が
良
い
か
を
検
討
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

手
続
き
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
各
裁
判
所
に
あ
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
、
裁
判
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.courts.

go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

を
持
つ
相
談
員
が
、
法
令
・
裁

判
例
な
ど
の
説
明
や
各
関
係
機

関
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

労
働
者
・
使
用
者
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
で
も
、
無
料
で
、
全

国
ど
こ
か
ら
で
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
匿
名
で
の
相
談
も
で

き
ま
す
。

相
談
期
間　

平
成
27
年
３
月
31

日
㈫
ま
で（
12
月
29
日
〜
平
成

27
年
１
月
３
日
を
除
く
）

相
談
日
時

・
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
、
午

後
５
時
〜
10
時

・
土
・
日
曜
日
、
午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
12
月
６
日
㈯
は
正

午
〜
午
後
５
時
）

電
話
番
号　

☎
０
１
２
０
・
８

１
１
・
６
１
０（
は
い
！
ろ
う

ど
う
）

　

11
月
25
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈪

は「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
。

　

こ
の
週
間
に
は
、
犯
罪
被
害

者
な
ど
の
名
誉
や
平
穏
な
生
活

の
た
め
の
配
慮
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
啓
発
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
９
月
１
日

か
ら
、
平
日
の
夜
間
と
土
・
日

曜
日
に
労
働
条
件
に
関
す
る
無

料
相
談
が
で
き
る
電
話
相
談
窓

口
「
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ

イ
ン
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
電
話
相
談
で
は
、
違
法

な
時
間
外
労
働
、
過
重
労
働
に

よ
る
健
康
障
害
、
賃
金
不
払
い

残
業（
サ
ー
ビ
ス
残
業
）な
ど
の

労
働
基
準
関
係
法
令
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て
、
専
門
的
知
識

　

「
広
報
い
せ
」
10
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
し
た
高
齢
者
用
肺

炎
球
菌
と
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
実
施
医
療
機

関
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。

追
加
す
る
医
療
機
関　

伊
勢
リ

ウ
マ
チ
ハ
ン
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
勢
田
町
、
☎
�
５
６
９
２
）

実
施
し
な
く
な
っ
た
医
療
機
関

村
島
耳
鼻
咽
喉
科（
河
崎
１
丁

目
）

　

今
年
10
月
１
日
か
ら
、
高
齢

者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
の
予
防
接
種
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
任
意
で
接
種
し
た
場
合

の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成
は
、
平
成
27
年
３
月

31
日
㈫
で
終
了
し
ま
す
。

　

定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
な

る
前
に
、
任
意
で
の
予
防
接
種

を
希
望
す
る
人
は
、
今
年
度
中

に
限
り
、
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

接
種
期
間
・
申
請
期
限　

平
成

27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

※
接
種
忘
れ
や
申
請
忘
れ
の
な

い
よ
う
、
接
種
・
申
請
は
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」

５
月
15
日
号
と
10
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

三
重
労
働
局
監
督
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
６
）

労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ

イ
ン
を
開
設

津
地
方
裁
判
所

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
４
１
７
２
）

裁
判
所
に
お
け
る

個
別
労
働
紛
争
解
決
手
続
き

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

実
施
医
療
機
関
の
変
更

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
・
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

（
任
意
予
防
接
種
）の

助
成
を
終
了

人
権
政
策
課（
☎
�
５
５
４
６
）

犯
罪
被
害
者
週
間
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談
支
援
セ
ン
タ
ー
」(

津
市
丸
之

内
養
正
町
４

－

１
・
森
永
三
重

ビ
ル
３
階
、
☎
０
５
９
・
２
２

６
・
０
０
３
３
）
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
か
ら
、
三
重
県
最

低
賃
金
は
16
円
引
き
上
げ
ら
れ

て
時
間
額
７
５
３
円
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
三
重
県

内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
特
定
の

産
業
に
該
当
す
る
事
業
場
で
働

く
労
働
者
に
は
、
三
重
県
最
低

賃
金
と
は
別
に
、
産
業
別
最
低

賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
に
対
応
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
む
中
小
企
業
事
業

主
の
た
め
に
、
無
料
相
談
窓
口

「
専
門
家
派
遣
・
相
談
等
支
援

事
業
三
重
県
最
低
賃
金
総
合
相

然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
港
前
に
は
必
ず
、
航
行
海

域
の
定
置
漁
具
や
浅
瀬
を
確
認

す
る
。

・
海
図
や
レ
ー
ダ
ー
な
ど
で
確

認
し
な
が
ら
、
定
置
漁
具
や
浅

瀬
な
ど
の
危
険
箇
所
に
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
て
航
行
す
る
。

・
航
行
中
は
、
常
に
周
囲
の
見

張
り
を
し
っ
か
り
行
う
。

※
漁
具
設
置
場
所
の
情
報
な
ど

は
、
鳥
羽
海
上
保
安
部
「
沿
岸

域
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ
（http://w
w
w
6.

kaiho.m
lit.go.jp/0

4
kanku/

toba/

）の

「
海
上
安

全
情
報
」

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

宇
治
山
田
港
で
は
、
今
年
度

に
入
り
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

（
レ
ジ
ャ
ー
用
船
舶
）が
浅
瀬
な

ど
に
乗
り
揚
げ
る
海
難
事
故
が

連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
末
に
は
、
宮
川
河
口
付

近
で
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
が
導

流
堤
に
乗
り
揚
げ
る
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
導
流
堤
は
、
潮

が
高
く
な
る
と
水
面
下
に
没
す

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
10
月
〜
翌
５
月
ご
ろ

に
は
「
の
り
」「
わ
か
め
」
な
ど

の
定
置
漁
具
が
多
数
設
置
さ
れ

ま
す
。

　

船
を
運
航
す
る
際
は
、
次
の

事
項
を
守
っ
て
乗
り
揚
げ
を
未

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

伊
勢
赤
十
字
病
院
・
伊
勢
総
合

病
院
・
大
西
ク
リ
ニ
ッ
ク

乳
が
ん
検
診
の
予
約
終
了

三
重
労
働
局
賃
金
室

(

☎
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
８
）

三
重
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
７
５
３
円
に
改
定

鳥
羽
海
上
保
安
部
交
通
課

（
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
２
３
０
３
）

漁
船
・
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

乗
り
揚
げ
事
故
に
ご
注
意

　

「
広
報
い
せ
」
７
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
し
た
乳
が
ん
検
診

に
つ
い
て
、伊
勢
赤
十
字
病
院
・

伊
勢
総
合
病
院
・
大
西
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
は
、
す
で
に
予
約
が
い

っ
ぱ
い
の
た
め
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

広
告



18広報いせ ●平成26年11月15日号広報いせ ●平成26年11月15日号

時11月１日㈯～30日㈰　所賓日館（展示・講演な
ど）、二見町内（ウォーク）　内安養寺跡出土遺物の
展示（１日～30日）、遊んで知ろう 文化財ってなぁ
ーに!!（９日・13：00～）、西行ウォーク～西行ゆか
りの地をたずねて～（16日・10：00～）、講演「安養
寺跡発掘調査について」（29日・13：20～）、演劇「命
なりけり～西行、覚悟の旅立ち」（29日・15：20～）
※西行ウォークは参加費800円が必要。その他は賓
日館への入館料（大人300円、高校生以下150円）
が必要。

そこに、西行がいた!! 2014
～西行が愛したまち二見浦～

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

二見浦西行実行委員会（☎43-2231）

時11月22日㈯、13：00～15：00　所小俣中学校・体
育館　内琴修会小俣愛好会、コーラスRIN、小俣女
声コーラス、小俣小学校たんぽぽ合唱団、暁の星こ

ども園コールセシリア、コーラスそよかぜ、明野小

学校、小俣中学校ブラスバンド部によるコンサート

第25回チャリティーコンサート
こころのハーモニー

おばたこころのハーモニー実行委員会
（☎22-3610〔小俣中学校〕）

１月15日号＝11月28日㈮
２月１日号＝12月15日㈪

掲載申し込み
締め切り

時とき　　所ところ　　対対象　　内内容　　定定員
料料金　　申申し込み

時12月６日㈯・７日㈰、10：00～16：00　所生涯学
習センターいせトピア　内市内の小・中学生による
図工・美術作品・習字作品の展示

伊勢市教育美術展
伊勢市教育美術展運営委員会事務局

（☎37-2143〔東大淀小学校〕）

作品展示
時12月13日㈯～15日㈪、9：00～17：00（15日は16：30
まで）　所伊勢図書館・２階ロビー　内組合員や関
係者の作品・所蔵品の展示（絵画・写真・工芸・紙

細工・生け花・工作・陶芸・盆栽・書・絵手紙・手

芸・俳句など）、同組合やサークルの活動紹介

文化行事
時12月14日㈰、13：30～　所サンライフ伊勢・２階
職業訓練室　内クリスタルアンサンブル響による演
奏、落語（神廣敏夫さん）、講演「竹内浩三から山田

洋次へ」（吉村英夫さん）

年金者組合伊勢支部文化祭
三重県年金者組合伊勢支部・池田さん（☎24-2702）

時11月16日㈰、14：00～16：00　所労働福祉会館・
２階大会議室　内講演「子どもの『英語脳』の育て
方」船津洋さん（株式会社児童英語研究所所長）

定80人（先着順）　料1,000円
※就学前の子どもは入場できません。

※託児できます。（要予約、先着10人）

ＮＨＫ市民講座人気講師が教える!!
船津洋英語教育セミナー

０歳教育国際友の会伊勢支部・坂口さん
（☎090-4448-8967）

時12月13日㈯、14：00～15：30　所皇學館大学・４
号館431教室　内講座「宮中のまつり・伊勢神宮の
まつり」松本丘さん（皇學館大学神道学科教授）

皇學館大学月例文化講座
皇學館大学（☎22-8635）

広
告
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時11月16日㈰、14：30～16：00　所福祉健康センタ
ー・日常生活訓練室　内クラシックギター（６弦、
11弦）の独奏会（東日本大震災復興支援）です。「エリ
ーゼのために」「もののけ姫」などを演奏予定。

定20人　料前売り700円、当日800円

時11月29日㈯、15：30～　所カフェ＆レストラン ガ
ウディ（佐八町1154）　内秋の日のティータイム後、
朗読と歌で音楽の秋をお楽しみいただきます。

定40人　料1,000円（飲み物・ケーキ付き、前売り券
が必要、予約・購入先はガウディ〔☎�１１０１〕）

秋の午後～ギターの響き わらべ・ティータイムコンサート

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用
できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

伊勢市クラシックギターを楽しむ会（☎090-5618-4463）

時11月20日㈭、13：00～15：00　所伊勢市産業支援
センター　内今、話題の整理収納講座。まずは基本
を学び、整理するとこんなにお得がある事を知ろう。

あなたも収納達人になれる。　申事前に同団体へ

たかが片付け、されど片付け
整理収納コンシェルジュ（☎090-2771-9090）

時11月22日㈯～24日（振休）、9：00～15：00　所寂照
寺（中之町101）　内画僧・月僊上人が書き残した書
画の展示

月
げっせん

僊展 寂
じゃくしょうじ

照寺（☎22-3743）

時11月22日㈯～25日㈫、9：00～17：00（25日は16：
30まで）　所生涯学習センターいせトピア・１階ふ
れあい広場　内伊勢伝統の木彫・根付の作品展です。
趣味から本職プロの作品まで、その造形美をお楽し

みください。

第59回伊勢志摩木彫会作品展
伊勢志摩木彫会（☎24-3454）

時11月24日（振休）、14：00～　所伊勢バプテスト教
会礼拝堂（辻久留１丁目16-6）　内ホルン・コンサー
ト。ホルン奏者・松井茂樹さんを迎え、メンデルス

ゾーンの曲などを演奏します。

チャペルコンサート
伊勢バプテスト教会（☎28-4846）

わらべ・西村さん（☎36-2829）

時12月４日㈭、13：00～　所福祉健康センター・２
階娯楽室　内会員手作りのお菓子・エプロン・小物・
書籍などを販売します。お早めに、お出掛けください。

クリスマスセール
伊勢友の会・中川さん（☎24-4355）

時12月９日㈫・12日㈮、9：00～15：00　所勢京ビジ
ネス専門学校（一之木４丁目15-14）　内イラストや
画像で表面デザイン、はがき宛名ウィザードで宛名

印刷の方法を学びます。ＵＳＢメモリーで好きな画

像を持参ください。　定各日15人（先着順）　料200
円　申電話で同校へ

Ｗｏｒｄで年賀状を作ってみよう
勢京ビジネス専門学校（☎28-4739）

時12月11日㈭、13：30～16：00　所市役所本館・２
階２－１会議室　内相続手続き・遺言書、許認可申
請、法人設立、権利義務、契約書作成などの相談

定10人（事前予約５人、当日受け付け５人〔いずれ
も先着順〕）　申事前に同会へ

行政書士による無料相談会
三重県行政書士会伊勢支部（☎050-3738-6212）

１月15日号＝11月28日㈮　２月１日号＝12月15日㈪

時とき  所ところ　対対象 　内内容 　定定員
料料金　申申し込み

掲載申し込み締め切り

有料広告募集中有料広告募集中
　広告の規格や申し込み方法など、詳しくは
広報広聴課（☎㉑5515）へ問い合わせるか、
市のホームページをご覧ください。

※これらの広告は企業広告であり、市が広告主
　や商品などを推奨するものではありません。

広
告



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成26年度予算〕 　　2,900万円（24回分）
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広報いせ 第153号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

　10月11日～16日、「おおまつりウィーク」と称し、伊勢まつり・神嘗奉祝祭・初穂曳が開催され
ました。台風の接近に伴い、伊勢まつりは１日のみの開催となりましたが、後半は天候にも恵まれ、

秋の伊勢路は祭り一色に染まりました。

10月11日

10月14日・15日

外宮領陸曳

内宮領川曳

10
月
15
日
・
16
日


